
 

 

令和 7年 

食育だより 

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

はいうまでもなく成 長
せいちょう

期
き

の子
こ

どもたちのための食事
しょくじ

です。その

ため、子
こ

どもたちの健全
けんぜん

な成 長
せいちょう

や毎日
まいにち

の健康
けんこう

を支
ささ

える食事
しょくじ

として、栄養
えいよう

バラ

（毎月19日は食育の日） 熊本市立 泉ヶ丘小学校 

12月号 

学校給食摂取基準
がっこうきゅうしょくせっしゅきじゅん

は全国
ぜんこく

的
てき

な平均
へいきん

値
ち

であり、学校
がっこう

や地域
ちいき

の実 情
じつじょう

に応
おう

じて弾 力
だんりょく

的
てき

に運用
うんよう

するこ

とが求
もと

められています。また各
かく

学 級
がっきゅう

に配
はい

缶
かん

された 量
りょう

をそのまま人数
にんずう

で等分
とうぶん

した 量
りょう

が個人
こじん

の「適 量
てきりょう

」

であるかというと 必
かなら

ずしもそうではありません。体格
たいかく

や運動
うんどう

量
りょう

、体質
たいしつ

によっても個人
こじん

に合
あ

った適 量
てきりょう

は異
こと

なります。 

学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

は、成長
せいちょう

期
き

の子
こ

どもたちのために、限
かぎ

られた予算
よ さ ん

の中
なか

で食材
しょくざい

を調達
ちょうたつ

する必要
ひつよう

があります。そんな学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

にとって、体
からだ

をつくるもとになる栄養
えいよう

素
そ

であるたんぱく質
しつ

を

豊富
ほ う ふ

に含
ふく

み、比較
ひ か く

的
てき

安価
あ ん か

で手
て

に入
はい

る「ひき肉
にく

」は、大変
たいへん

重宝
ちょうほう

する食材
しょくざい

の一
ひと

つです。 

ひき肉
にく

は大豆
だ い ず

製品
せいひん

との相性
あいしょう

が良
よ

く、給 食
きゅうしょく

ではみそや豆腐
と う ふ

などと組
く

み合
あ

わせることも多
おお

い

です。その中
なか

から「厚揚
あ つ あ

げの田楽
でんがく

」を紹介
しょうかい

します。 

ンスが整
ととの

っていることが重 要
じゅうよう

です。下
した

に示
しめ

したのは、文部
もんぶ

科学
かがく

省
しょう

が定
さだ

める学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

摂取
せっしゅ

基準
きじゅん

です。エネルギー以下
い か

、主要
しゅよう

な栄養
えいよう

素
そ

について、給 食
きゅうしょく

での摂取
せっしゅ

量
りょう

の基準
きじゅん

が年齢
ねんれい

ごと

に示
しめ

されています。1日
にち

に必要
ひつよう

とされる 1/3～1/2 の 量
りょう

をとれるようになっています。 

誰
だれ

かと食事
しょくじ

を共
とも

にする（共有
きょうゆう

する）ことを「共 食
きょうしょく

」といいます。家族
か ぞ く

との共 食
きょうしょく

は、コミュ

ニケーションを図
はか

りながら楽
たの

しく食
た

べることができ、お互
たが

いの心
こころ

や体
からだ

の調子
ちょうし

を知
し

ることができ

るといったよさがあります。楽
たの

しい食事
しょくじ

の時間
じ か ん

は、子
こ

どもたちの心
こころ

の安定
あんてい

につながり、健
すこ

やかな

成長
せいちょう

のためにも大切
たいせつ

なものです。 

年末
ねんまつ

年始
ね ん し

は、家族
か ぞ く

や親
しん

せきが集
あつ

まって食卓
しょくたく

を囲
かこ

む機会
き か い

も多
おお

いことと思
おも

います。年末
ねんまつ

年始
ね ん し

ならではの料理
りょうり

を味
あじ

わう

こともあるでしょう。行事
ぎょうじ

食
しょく

の由来
ゆ ら い

や地域
ち い き

の郷土
きょうど

料理
りょうり

、

そしてそれぞれのご家庭
か て い

で受
う

け継
つ

がれてきた味
あじ

などにつ

いても、この機会
き か い

に語
かた

り合
あ

ってみてはいかがでしょうか。 


